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ド
イ
ツ
語
の
名
詞
に
は
文
法
上
３
つ
の
性
が
あ
る
。
文
法
上
の
性
と
生
物
学
的
な
性
の
一
致
は
、「
父
親
（V

ater

）」
が
男
性
名
詞
、「
母

親
（M

utter

）」
が
女
性
名
詞
、「
物
（D

ing

）」
が
中
性
名
詞
な
ど
に
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
数
は
僅
少
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
名
詞
は
「
ネ

ク
タ
イ
（K

raw
atte

）」
が
女
性
名
詞
、「
ス
カ
ー
ト
（Rock

）」
が
男
性
名
詞
、「
ワ
ン
ピ
ー
ス
（K

leid

）」
が
中
性
名
詞
な
ど
、
名
詞
と

文
法
上
の
性
と
は
恣
意
的
な
関
係
に
あ
る
よ
う
に
映
る
。
名
詞
の
性
は
語
尾
か
ら
推
測
で
き
る
も
の
も
あ
り
、-er

は
職
業
・
国
籍
・
身
分

を
表
す
男
性
形
に
み
ら
れ
る
。
男
性
形
に
接
尾
辞-in

を
付
与
す
る
と
女
性
形
に
な
る
：Japaner

（
日
本
人
）、Japanerin

（
日
本
人
女
性
）。

こ
の
よ
う
な
男
性
形
と
女
性
形
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
観
点
か
ら

盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
特
に
こ
の
10
年
、
新
た
な
表
記
の
模
索
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
ド
イ
ツ
語
の
職
業
・
国
籍
・
身
分
の
名
称
は
、
男
性
形
を
総
称
と
し
て
い
た
。
旧
東
ド
イ
ツ
（
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
）
で
は
、

男
性
形
の
職
業
名
は
女
性
に
も
適
用
さ
れ
、
女
性
の
教
授
はFrau Professor

（Frau

＝
英
語
のM

s.

）
で
あ
り
、
旧
西
ド
イ
ツ
（
ド
イ
ツ

連
邦
共
和
国
）
の
よ
う
に
女
性
形Frau Professorin
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
人
で
も
男
性
が
混
じ
る
集
団
に
は
総
称
と
し
て
の
男

性
・
複
数
形
を
使
用
す
る
こ
と
は
旧
東
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
性
差
の
表
記
の
問
題
は
、1970

年
代
初
め
の

ア
メ
リ
カ
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
言
語
学
か
ら
の
影
響
や
女
性
の
社
会
進
出
と
と
も
に
見
直
さ
れ
、
男
性
形
の
職
業
名
に
接
尾
辞-in

を
付
け
た

女
性
形
が
辞
書
に
多
く
加
え
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、Ä

rztin

（
女
医
）、Polizistin

（
女
性
警
察
官
）、Bundeskanzlerin

（
女
性
の
連
邦

首
相
）
な
ど
は
「
～
の
女
性
形
」
と
い
う
説
明
で
は
な
く
、
語
の
意
味
そ
の
も
の
が
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

男
女
二
分
法
に
基
づ
く
性
差
の
不
平
等
性
や
女
性
形
の
不
透
明
さ
を
解
消
す
る
た
め
に
ド
イ
ツ
語
圏
で
は1980

年
代
よ
り
様
々
な
表
記
の

ド
イ
ツ
語
圏
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
表
記

新
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仕
方
が
提
示
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
女
性
形
と
男
性
形
が
併
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
時
は
女
性
・
複
数
形
の
接
尾
辞-innen

の-i

を

大
文
字
に
し
た
形
を
総
称
と
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
：StudentInnen

（
大
学
生
）
な
ど
。
大
文
字
の
I
形
は
、
ノ
ン
バ
イ
ナ
リ
ー
を
排
除
す

る
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
の
指
摘
か
ら
、
役
割
認
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
表
記
が
模
索
さ
れ
た
。
表
記

の
仕
方
は
、
記
号
を
使
う
形
と
、
記
号
を
使
わ
な
い
統
一
形
に
分
け
ら
れ
る
。
記
号
を
使
う
形
で
は
、
男
性
形
と
女
性
形
の
間
の
形
態
素
境

界
に
記
号
を
入
れ
た
合
体
形
が
作
ら
れ
た
。男
女
の
形
が
残
さ
れ
る
と
同
時
に
、間
に
あ
る
記
号
が
ノ
ン
バ
イ
ナ
リ
ー
を
象
徴
し
、ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
働
き
を
す
る
と
さ
れ
る
。
記
号
は
主
に
４
種
類
で
あ
る
：Student/in

、Student_in

、Student*in

、Student

：in

。

最
近
で
は
コ
ロ
ン
に
集
約
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
コ
ロ
ン
は
記
号
の
中
で
も
見
や
す
く
、
読
む
流
れ
を
妨
げ
な
い
と
さ
れ
る
（Grid, M

. 2023

）。

　

合
体
形
の
「
記
号
＋in

」
は
、
新
た
な
語
形
を
作
り
出
し
た
だ
け
で
な
く
、
形
態
素
境
界
の
新
た
な
発
音
も
生
み
出
し
た
。
記
号
を
声
門

閉
鎖
音
［Ɂ

］
に
す
る
こ
と
で
（Student
［Ɂ

］in

）、［Ɂ

］
が
な
い
女
性
形
（Studentin

）
と
区
別
す
る
。
ド
イ
ツ
語
で
は
語
や
形
態
素
が

母
音
で
始
ま
る
直
前
に
声
門
閉
鎖
音
［Ɂ
］
を
入
れ
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
（［Ɂ

］Eis

、ver

［Ɂ

］eist

）。［Ɂ

］は
語
境
界
・
形
態
素
境
界
を

示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
接
尾
辞<in>
に
は
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
。［Ɂin

］
の
導
入
は
ド
イ
ツ
語
の
形
態
音
韻
規
則
を
再
考
さ
せ
る

可
能
性
も
あ
る
。

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
表
記
に
記
号
を
伴
わ
な
い
形
と
し
て
は
、-person

、-kraft

へ
の
書
き
換
え
や
、
現
在
分
詞
を
名
詞
化
し

た
形
が
用
い
ら
れ
る
：Lehrperson

、Lehrkraft

、Lehrende

（
教
師
）。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
表
示
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
現

在
で
は
広
範
囲
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
他
に
も
他
の
言
語
と
同
様
に
関
係
者
全
員
を
表
す
語
に
書
き
替
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る

（Publikum

（
聴
衆
）、M

itglied

（
会
員
）、T

eam

（
チ
ー
ム
））。

　

現
在
で
は
連
邦
州
や
市
の
レ
ベ
ル
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
表
記
が
拘
束
力
を
持
つ
と
こ
ろ
も
あ
り
、
多
く
の
大
学
や
学
術
機
関

で
は
指
針
が
策
定
さ
れ
て
い
る
（K

otthoff, H
. 2020

）。
し
か
し
な
が
ら
保
守
的
な
メ
デ
ィ
ア
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
理
解
は

あ
る
も
の
の
、
読
み
手
へ
の
配
慮
や
紙
面
の
統
一
性
な
ど
か
ら
男
性
形
の
総
称
を
使
わ
な
い
こ
と
に
留
ま
っ
て
い
る
（Zylka、

J.2021

）。

以
上
の
よ
う
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
表
記
は
今
な
お
揺
れ
て
い
る
。
こ
と
ば
の
変
化
は
社
会
情
勢
の
影
響
を
受
け
る
た
め
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
問
題
だ
け
で
な
く
、
ド
イ
ツ
の
東
西
格
差
や
南
北
問
題
を
含
め
た
今
後
の
変
化
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

 
（
ド
イ
ツ
語
／
音
声
学
、
音
韻
論
、
ド
イ
ツ
語
教
育
）


